
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このまちで暮らす外国人住民は、単身世帯だけではなく、家族で暮らす人たちも増えて
います。親たちは、自分が生まれ育った文化とは違う、このまちでの子育てをしています。
そして、このまちで子供が育っていきます。 

思春期は、新しい世界の入り口をひらく時期。日本語や日本社会に不慣れな子供た

ちも、このまちで暮らし、成長し、将来を考える時期を迎えています。そんな子供たちや、

その家族の学びの伴走者が必要です。講座の学びをとおして、子供たちの未来をひらく  

学びの支援者になってみませんか。 

台東区 家庭教育支援者養成講座   

【お問い合わせ】台東区教育委員会 生涯学習課 
〒111-8621 台東区西浅草３‐２５‐１６ 台東区生涯学習センター TEL 03（５２４６）５８１１ 

【講座の内容（予定）】 

第１回 台東区の多文化共生の今／求められる活動の姿 

第２回 外国にルーツを持つ子供の理解／思春期って 

第３回 外国にルーツを持つ子供・親のリアル 

第４回 活動のこれから —“あすば”活動紹介― 

【対象】区内在住・在勤・在学者で家庭教育支援に関心のある方   

【定員】１２名 ※多数の場合抽選。 【費用】無料  

【申込方法】 区 HP 応募フォームよりお申込みください。 

【申込締切】 ８月１０日（月） 

 

応募フォームはこちらから！ 

―ともに歩み、地域とつながる― 
 

８月２０、２７、９月３、１０日いずれも木曜日  
午後２時００分～４時３０分 台東区立入谷区民館 
                  （入谷１－１５－６  日比谷線入谷駅 徒歩５分） 

 

                      

 

外国にルーツのある子供たちと親の 

未来をひらく学びの支援者
支援 

 

 

養成講座 （連続 全４回） 

 

対話方式で 
学習を深めます。 

昨年の講座終了後に誕生！ 
外国ルーツの子供と親の学び支援チーム。 

Team あすば 

区主催「日本語教室」の講師をしながら、在住外国人と共

に地域コミュニティづくりに奔走。区内の小中学校で多文

化共生の学びを実践。区内の多文化共生事情に詳しい。 

山藤 弘子さん 
（日本語教師／多文化共生 
      コーディネーター） 

講師/ 
学習支援者 

ほか 


